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「はじけておどろうダンスあそび」が
開催されました

（特非）子ども劇場千葉県センター主催

8月23日

学生三大駅伝が始まります！
　本市にある順天堂大学が、学生三大駅伝にシード校として出場します。
皆さんの熱い応援をお願いします。
【第35回出雲全日本大学選抜駅伝競走】
時10月9日㈷13時5分スタート
【第55回全日本大学駅伝対校選手権大会】
時11月5日㈰8時10分スタート
【第100回東京箱根間往復大学駅伝競走】
時令和6年1月2日㈫、3日㈬時間は未定
問経済振興課プロモーション推進室☎33-4477

　去る8月23日、松山下公園総合体育館で「はじけておどろうダンスあそび」が開催さ
れ、市内の小学生44人が参加しました。
　会場となったサブアリーナを目一杯に使い、準備運動やストレッチなど、遊びを取り
入れながら身体を動かすことからスタート。終盤では、４つのグループに分かれてそ
れぞれ振り付けを考え、音楽に乗せて全員で合わせて踊るダンスの体験なども。講師の
安西真幸氏、千紗氏の指導のもと、「ダンス」にこだわらずに楽しく体を動かすことがで
き、子どもたちのやり切った笑顔が印象に残る2時間となりました。
　子どもたちからは「ダンスは初めてだったけど、楽しいと思えた」「初めて会った子と
も話せて良かった。また参加したい」、また、見守っていた保護者からも「子どもの笑顔
が見られて良かった」などの感想が聞かれました。夏休みの終わりに、親子で共に充実
したひとときを過ごせたようでした。
問(特非)子ども劇場千葉県センター☎043-301-7262、そうふけ児童館☎45-3800

未来は過去から創られる
～ 印旛医科器械歴史資料館 ～

▲今年度の各月の
レポートはこちら

　印旛日本医大駅を降りると、「医科器械資料館」と記した赤レンガ色の2階建ての建物が見えてく
る。ここは、8千点を超える豊富な資料を所蔵し、常時約千点の医療器械が展示されていることで
世界的に価値のある資料館と聞き、取材をしました。
　館内に入ると、早速「走る手術室」がお出迎え。これは、昭和40年に製造された車両の模型で、
一昨年のテレビドラマで放映していた「TOKYO�MER 〜走る緊急救命室〜」に登場した緊急車両
（ERカー）の原型です。
　分野や用途別に10個の展示室に分類され、1点ごとに使用状況などを説明パネルで解説。また、
大きな器械も間近に見学することができ、注射針などの小さなものはガラスケース内に豊富に展示
されています。
　国内では16世紀に、フランシスコ・ザビエルが欧州から持ち込んだ医科器械をもとに研究が重ね
られ、国産の器械が開発され始めたのは大正時代から。昭和25年に、日本人が初の胃カメラを発表

以降、がんの手術は超速の発展を遂げたそうです。
　江戸後期に世界初の全身麻酔で乳がん手術を成
功させた医師、華岡青洲の手術道具の精巧なレ
プリカ、大正時代に初めて商品化された国産顕
微鏡、初期のパルスオキシメーターなど、貴重な
品々がたくさん並んでいました。大型で武骨だっ
たものが小型軽量化されていく様子がよく分かります。
　医療関係者だけでなく、小学生が訪れても、医学の発展を学ぶこと
のできるお勧めの施設です。開館は月曜、水曜、金曜日の10時から
16時、入館料は無料です。
　人の命と真

しん

摯
し

に向き合って発展してきた、医療器械の歴史を実感で
きる同資料館を、ぜひ訪問してみてはいかがでしょうか。

走る手術室モデル

資料館は元消防署で目立つ

貴重な顕微鏡など多数展示

広報レポーター
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